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研究成果の概要（和文）：本研究は、インド・アッサム州で農業開発が進まない要因について、地域特有の多民
族社会の特性から明らかにした。アッサム州で多数派を占めているアーリア系在来ヒンドゥー教徒（アホミヤ）
の村落では農業新技術の導入がほとんど起こっていない一方で農業離れが始まっており、農業土地利用も徐々に
変化している。アンケート調査と聞き取り調査の結果、近隣村落の他の民族ではアホミヤと社会経済状況がまっ
たく異なっており、農業開発の意味合いも民族によって異なっていることが分かった。民族間の関係性を積極的
に評価することが、アッサム州の農業の持続性にとって重要であると考えられる。

研究成果の概要（英文）：This study tried to understand the reason of underdevelopment in agriculture
 in Assam, India from the perspective of multi-ethnic society which is inherent in the region. From 
questionnaire survey and hearing survey, it is revealed that socio-economic status of ethnic groups 
in Assam is significantly different and the importance of agricultural development is also different
 among ethnic groups. Especially, in the village of indigenous non-tribal Hindu groups called 
Axamiya which population dominates in the state, interest in agriculture become lower recently which
 leads farm abandonment and changing agricultural land use. The inter-ethnic relationship is one of 
the key factor for sustainability of agriculture in Assam.

研究分野： 南アジア地域研究
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１．研究開始当初の背景 
 
インド北東部のアッサム州では、地域内循

環とローカルな氾濫原の自然環境に適応し
た稲作技術が多数残されている。インドの他
地域では外部資材の高投入による画一的な
技術が普及する中、当地域では社会的条件・
環境的条件に主体的に適応した農民の知恵
が生み出した農法に依拠した農業が展開さ
れている。代表者は 2007 年以来、アッサム
州の村落でフィールドワークを継続してお
り、多数の村落を訪問して稲作技術を調査・
検討してきた。その結果、アッサム州では近
代農業は浸透していないが、氾濫原の自然環
境に適した持続的な農業を支える技術が多
数発達していることが分かってきた。現在も
アッサム州で展開している農業は地形や水
文環境など氾濫原の環境を利用し、社会的環
境にも適合した技術体系である。農民たちは
近代農業のうち品種などを選択的に現地の
条件に適応した形で導入している。 
従来の研究ではアッサム州はインド国内

では最も農業開発が遅れている地域とみな
され、低開発に起因する社会の不安定さが問
題とされてきた。したがって、「アッサム型」
農業の現状をこれまでとは異なる視点より
明らかにし、新たな持続的農業発展の具体的
可能性を論じることが必要とされている。近
代農業の脆弱性を克服するためにも、アッサ
ム州で展開しているユニークな農業と農村
社会の特徴を明らかにすることが求められ
ている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では「アッサム型」持続的農業の存

続を可能にしている社会経済的な条件を生
態環境要因とともに明らかにし、画一的な近
代農業に替わる一つのモデルとして示すこ
とを目的とする。そのために、農業の低開発
が社会の不安定性を招いているという既存
の視点を改めて、地域特有の社会条件、つま
り多民族から成るアッサム州社会の特性ゆ
えに、農業近代化の移行が不要であるという
新しい視点を取り入れる。 
まず、アッサム州内に複数の調査村落を設

定し、村落外からの技術導入の経緯とその影
響、在来技術の有効性などを明らかにし、農
民が主体的に技術を展開させてきた社会的
背景を考察する。さらに、個別世帯の技術利
用状況の分析に終始するのではなく、人やモ
ノが村落の内外でどのように移動している
かを詳細に追跡し、都市から村落までスケー
ルから地域の特性を把握する。 
 
３．研究の方法 
 
アッサム州の複数の調査村落で雨季と乾

季に行う現地調査が本研究の中心である。現
地調査は期間中に 9回実施した。調査村落は

州の中心都市グワハティ近郊のムクタプル
村を拠点に、異なる民族が暮らす村を県内で
複数設定する。ゴウハティ大学地理学科助教
ニッタナンダ・デカ氏の協力を得て、各調査
村落で世帯基礎情報と農業土地利用に関す
るアンケート調査を実施した。アンケート結
果を基にして農家から個別に聞き取り調査
を行った。必要に応じて地形図、センサスの
データを入手して時代変化も考察した。 
 
４．研究成果 
 
（１）アッサム州で多数派を占めるアーリア
系在来ヒンドゥー教徒（アホミヤ）の村落に
おいて、アンケート調査の比較によって過去
10 年間の変化を追ったところ、多くの世帯で
高学歴化や少子化が進行し、新たに農業以外
のビジネスを始める世帯も増えている一方
で、土地所有や耕作形態はほとんど変化して
おらず、村内の世帯の多くが村から離れるこ
となく現金収入源を増やしている実態が明
らかにされた。アッサム州の中で比較的広い
土地面積を所有しているアホミヤであるが、
農業技術の革新・生産性の向上がじゅうぶん
見られないうちに、農業への意欲が低下し、
その結果、家計収入の中心が村内の農外ビジ
ネスや都市部のサービス業へ移行している。 
 
（２）アホミヤ、在来トライブであるボド、
外来ヒンドゥー教徒であるネパリ、外来ムス
リムであるベンガリの村落でそれぞれアン
ケート調査を行い、民族間の社会経済状況を
比較したところ、有意な差異が見られた。ア
ホミヤは所有している土地面積が大きいが
農業への関心は低く、教育を受けて都市部で
正規雇用職に就く者が多い。ボドは正規雇用
職に就く者もいるが、教育水準は高くなく農
業や日雇いで暮らすものも多い。これら 2つ
の在来グループは土地へのこだわりが強く、
農外就職しても出身村落から離れないもの
が多いという特徴がある。ネパリは土地面積
に余裕があるが教育水準も高く州の内外へ
ビジネスのために移動する割合が高い。ベン
ガリは最後に移住してきたために世帯あた
り土地面積が少なく教育水準も低いために
州内での就職を目指すのではなく州外への
出稼ぎに出るものが多い。これら 2つの外来
グループは土地にこだわらずに現金収入を
求めて積極的に外に出るネットワーク型と
特徴づけられた。アッサム州では多数の民族
が地理的に近接したエリアに居住している
が、必ずしもすべての民族が地域社会につい
て関心・意識を共有しているわけでなく、互
い異なる並行世界の中で暮らしている。それ
ゆえに州全体として農業近代化を推進する
のが困難になっていると考えられる。 
 
（３）アホミヤと他の民族との関係性を明ら
かにするために、聞き取り調査と現地観察を
行った。近隣に住む民族のうち外来ムスリム



（ベンガリ）は最も遅い時代に移住してきた
ために耕地面積が限られており、彼らの一部
がアホミヤの村落に入り込んで賃金労働に
従事していることが分かった。特にアホミヤ
の村落で最近進んでいる耕地から養殖池へ
の土地利用転換において、ベンガリが重要な
役割を果たしていることが分かった。また、
在来トライブであるボドはベンガリと並ん
で相対的に教育水準が低く、農業生産性も低
位にとどまっているが、彼らが自治県を設立
したために、域中に住んでいた非ボドの住民
の一部が域外に移住する動きが出ており、そ
のために現在アホミヤが暮らしている地域
の土地の価格が高騰している。この影響でア
ホミヤ村落の中には耕地を売却する世帯も
出ており、農業意欲の低下、農業離れが進む
一因となっている。このように民族間の関係
性も、多数派のアホミヤ村落で農業新技術の
導入が進まない要因の一つであると考えら
れる。 
 
（４）以上の結果より、これまでアッサム
州の農業開発においては、各民族がおかれ
てきた社会経済的状況について考慮される
ことがなかったが、アッサム州の農業の持
続性を考える上で、今後は民族間の関係性
を積極的に評価することが必要であると考
えられる。 
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